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0. はじめに 











観する．それぞれをまとめたものが表 1 である． 
 
表 1 先行研究における母音音素体系 
 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 
津曲（1989） C, Q, W , 2,  K, G 
池上（2001） C, Q, W, C, Q, W , 2, , , 2,  K, G, , G 
Kazama（2003） +, C, o, 7, G, GG K, , 2, W, （なし） 










                                                        
1 ソロン語はアルタイ諸言語のひとつであるツングース諸語に属する．主な話者は中国の内蒙古自治区呼倫貝爾（ホロ





 - 140 - 
1.1.1.1. Kazama（2003） 
 Kazama（2003）の設定する母音音素に関して，私信によれば，K=K?，=?，2=Q?，W=W?，











C =C? 張唇奥舌広母音音素  =? 張唇中舌半狭あるいは半広母音音素
G =G? 張唇前舌半狭母音音素 K =K? 非円唇前舌狭母音音素
Q =Q? 円唇奥舌半狭母音音素 W =W? 円唇奥舌狭母音音素
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分を延長しその先に交点を求めるとすべてがほぼ 1 点に収束する（城生（2005:83）一部変





















た．図 2 が「対角線方向調和」の例である．（図 2 は福盛（2006）











離調和となるものが－，該当する組がないものは 0 として示してある． 
 




方向性 C³G 間 C³G 以外の 
非円唇母音 
円唇母音 
トルコ語 対角線方向調和 ＋ ＋ ＋ 
モンゴル語 放射方向調和 ＋ 0 － 
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表 3 分析資料2 
C ：JC（前肢） DCN（蜂蜜） VCCT（従父兄弟）
K ：JK（空気） DKN（腹） VKKT（奪う）
G ：JG（おい） DGN（ぺしゃんこ） VGGT（恐ろしい）
 ：J（限り） DN（目出度） VT（防げ）
Q ：JQ（すべて） DQN（秋） VQQT（それで）
W ：JW（ボート） DWN（轅） VWWT（小ガラス）
2 ：J2（鍋墨） D2N（姉妹の子） V22T（謎）
 ：J（利子） DN（もう少し） VT（糸口）











（スタジオコンデンサーマイクロフォン C3000B）と EDIOR 社製 USB インターフェース
（AUDIO Capture UA-5）を用いてパーソナルコンピュータで直接録音した．録音に用いた




 録音は 2006 年 12 月に東京外国語大学研究講義棟録音編集室において行った．録音の際，
表 3 で挙げた各語を単語ごとにカード化し，ランダムにシャッフルしたものを提示し 3 回
ずつ発音してもらい録音した．カードには音素表記が書かれておりそれを読み上げてもら
ったわけだが，事前に各語をどのように発音するか確認した上で実験を行った． 
 本研究では 3 回の発音のうち最もなめらかで自然度が高いと筆者が判断したもののみを
解析するという方法をとった． 






 解析の結果，各語から得られたフォルマント測定値を次の表 4 に示す．F1，F2 はそれぞ
れ第 1 フォルマント，第 2 フォルマントであり，単位は Hz である．  
 
表 4 母音のフォルマント測定値 
 単語 F1 F2  単語 F1 F2 
C JC 1100 1634 K JK 243 2931 
 DCN 955 1878  DKN 397 2404 
 VCCT 1073 1741  VKKT 262 2832 
G JG 589 2588  J 446 1347 
 DGN 606 2561  DN 431 1282 
 VGGT 641 2554  VT 434 1300 
Q JQ 838 1251 W JW 408 973 
 DQN 868 1339  DWN 383 998 
 VQQT 816 1304  VWWT 432 1043 
2 J2 537 1012  J 320 769 
 D2N 594 1037  DN 359 884 
 V22T 519 995  VT 292 775 
 
4.2. F1-F2 散布図 
佐藤 健太郎 
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 図 3 から求めた 8 つの母音の音質を IPA によって表したものを以下に示す． 
 
C =C? 非円唇中舌広母音  =c? 非円唇（やや後寄りの）中舌半狭母音
K =K? 非円唇前舌狭母音 G =G? 非円唇前舌半狭母音
Q =n? 円唇後舌半広母音 W =7? 円唇，やや後舌，やや狭い母音








C =C? 非円唇中舌広母音  =c? 非円唇（やや後寄りの）中舌半狭母音
K =K? 非円唇前舌狭母音 G =G? 非円唇前舌半狭母音
n =n? 円唇後舌半広母音 7 =7? 円唇，やや後舌，やや狭い母音
































後舌母音群などにおいてみられるパタン    図 4 ソロン語の音響ダイアグラム     
（福盛（2006:112））」としているのみで，母音調和全体としての調和のタイプとしては扱っ
ていない．また対角線方向調和とするには平行性に欠ける． 


















































 - 146 - 












表 5 ソロン語を福盛（2006）の分類思案に当てはめたもの 
母音間の 母音間の距離 
言語 
方向性 C³G 間 C³ 間 左記以外の 非円唇母音 円唇母音 
モンゴル語 放射方向調和 ＋ 0 0 － 
ソロン語 放射方向調和 0 ＋ 0 － 

6. おわりに 
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3 なお，ソロン語においてCは非円唇母音のGと対応せず，同じく非円唇母音のと対応する．従ってここでは新たに
C³間という項目を設ける．
4 池上（2001）は，氏による「ツングース語の変遷」（『言語の系統と歴史』［岩波書店 昭和 46 年（1971 所収）と「ツ
ングース諸語」（『言語学大辞典』第 2 巻［三省堂 平成元年（1989）］所載）を合わせて，一部を除き，補訂したもので
ある 
